
- 1 -

○
環
境
省
告
示
第
七
十
六
号

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
九
十
九
号
）

第
六
条
第
一
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理
に
関
す
る
方
法

等
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
十
七
日

環
境
大
臣

細
野

豪
志

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理
に
関
す
る
方
法
等

第
一

一
般
原
則

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
九
十
九
号
）

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
広
域
的
な
協
力
に
係
る
災
害
廃
棄
物
の
処
理
（
以
下
「
広
域
処
理
」
と
い
う
。
）
を

進
め
る
た
め
に
は
、
災
害
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
る
地
域
の
住
民
等
の
安
心
の
観
点
か
ら
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
の
規
定

を
遵
守
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
よ
り
入
念
的
な
処
理
の
方
法
や
安
全
性
の
確
認
等
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ

と
。
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第
二

受
入
れ
の
目
安

一

可
燃
性
の
災
害
廃
棄
物
の
焼
却
、
溶
融
、
熱
分
解
又
は
焼
成
（
以
下
「
焼
却
等
」
と
い
う
。
）
を
行
う
場
合
は
、

焼
却
等
に
よ
り
生
じ
る
ば
い
じ
ん
及
び
焼
却
灰
そ
の
他
の
燃
え
殻
（
以
下
「
焼
却
灰
等
」
と
い
う
。
）
の
放
射
能
濃

度
（
セ
シ
ウ
ム
百
三
十
四
に
つ
い
て
の
放
射
能
濃
度
及
び
セ
シ
ウ
ム
百
三
十
七
に
つ
い
て
の
放
射
能
濃
度
の
合
計
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
十
分
な
安
全
率
を
も
っ
て
八
千
ベ
ク
レ
ル
毎
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
下
回
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

こ
の
た
め
、
受
け
入
れ
る
災
害
廃
棄
物
の
平
均
的
な
放
射
能
濃
度
は
、
災
害
廃
棄
物
の
み
を
焼
却
す
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
焼
却
灰
等
の
放
射
能
濃
度
が
八
千
ベ
ク
レ
ル
毎
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
確
実
に
下
回
る
よ
う
に
十
分
な
安
全
率
を
も

っ
た
二
百
四
十
ベ
ク
レ
ル
毎
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
流
動
床
式
の
焼
却
設
備
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
四
百
八
十
ベ
ク
レ

ル
毎
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
以
下
と
す
る
こ
と
。

二

災
害
廃
棄
物
の
再
生
利
用
を
行
う
場
合
は
、
再
生
利
用
し
た
製
品
の
平
均
的
な
放
射
能
濃
度
が
市
場
に
流
通
す
る

前
の
段
階
で
百
ベ
ク
レ
ル
毎
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

三

焼
却
等
を
行
わ
ず
に
災
害
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
を
行
う
場
合
は
、
受
け
入
れ
る
災
害
廃
棄
物
の
平
均
的
な
放
射
能

濃
度
が
、
八
千
ベ
ク
レ
ル
毎
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
下
回
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。
な
お
、
広
域
処
理
の
対
象
と
な
る
災
害
廃
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棄
物
の
実
際
の
放
射
能
濃
度
は
、
不
検
出
か
ら
数
百
ベ
ク
レ
ル
毎
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
ま
で
の
範
囲
で
あ
り
、
こ
の
目

安
を
十
分
に
満
足
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
三

処
理
の
方
法

一

可
燃
性
の
災
害
廃
棄
物
の
焼
却
等
を
行
う
場
合
は
、
ろ
過
式
集
じ
ん
方
式
の
集
じ
ん
機
等
当
該
処
分
に
伴
い
生
じ

た
排
ガ
ス
中
の
放
射
性
物
質
を
除
去
す
る
高
度
の
機
能
を
有
す
る
排
ガ
ス
処
理
設
備
を
備
え
て
い
る
施
設
を
用
い
て

行
う
こ
と
。
ま
た
、
焼
却
灰
等
は
、
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
お
い
て
埋
立
処
分
を
行
う
こ
と
。
水
面
埋
立
地

の
う
ち
、
陸
域
化
し
た
部
分
に
お
い
て
埋
立
処
分
を
行
う
場
合
は
、
陸
上
の
最
終
処
分
場
と
同
様
の
方
法
に
よ
る
こ

と
と
し
、
水
面
部
分
へ
の
投
入
に
よ
っ
て
埋
立
処
分
を
行
う
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

㈠

埋
立
処
分
を
行
お
う
と
す
る
水
面
埋
立
地
に
お
い
て
、
埋
立
処
分
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
に
埋
め
立
て
る
災
害

廃
棄
物
か
ら
溶
出
す
る
と
考
え
ら
れ
る
放
射
性
物
質
の
総
量
と
、
災
害
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
を
終
了
す
る
と
き
の

水
面
埋
立
地
の
残
余
水
面
部
の
内
水
の
総
量
と
の
比
率
か
ら
算
出
さ
れ
る
水
面
埋
立
地
の
残
余
水
面
部
の
内
水
の

放
射
能
濃
度
が
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
事
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故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二

十
三
年
環
境
省
令
第
三
十
三
号
）
第
三
十
三
条
第
二
号
ニ
に
規
定
す
る
最
終
処
分
場
周
辺
の
公
共
の
水
域
に
お
け

る
放
射
性
物
質
の
濃
度
限
度
以
下
で
あ
る
こ
と
。

㈡

水
面
埋
立
地
の
残
余
水
面
部
の
内
水
の
放
射
能
濃
度
に
つ
い
て
測
定
を
行
い
、
継
続
的
に
監
視
す
る
こ
と
。

二

災
害
廃
棄
物
の
再
生
利
用
を
行
う
場
合
は
、
製
品
と
し
て
広
く
市
場
に
流
通
し
て
も
問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
、
第

二
の
二
に
よ
る
こ
と
。

三

焼
却
等
を
行
わ
ず
に
不
燃
性
の
災
害
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
を
行
う
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
分
別
、
破
砕
等
の
処
理

を
し
て
、
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
お
い
て
埋
立
処
分
を
行
う
こ
と
。

第
四

安
全
性
の
確
認
方
法

一

搬
出
側
に
お
け
る
安
全
性
の
確
認
方
法

㈠

一
次
仮
置
場
（
災
害
廃
棄
物
の
発
生
地
周
辺
に
設
置
さ
れ
た
災
害
廃
棄
物
の
一
時
的
な
保
管
場
所
を
い
う
。
）

に
お
い
て
、
災
害
廃
棄
物
の
種
類
ご
と
に
放
射
能
濃
度
を
測
定
し
、
第
二
に
掲
げ
る
目
安
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
こ
と
。
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㈡

二
次
仮
置
場
（
広
域
処
理
に
係
る
災
害
廃
棄
物
の
搬
出
が
行
わ
れ
る
災
害
廃
棄
物
の
一
時
的
な
保
管
場
所
を
い

う
。
）
か
ら
災
害
廃
棄
物
を
搬
出
す
る
際
に
、
当
該
災
害
廃
棄
物
の
周
辺
の
放
射
線
量
を
測
定
し
、
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
放
射
線
量
よ
り
も
有
意
に
高
く
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

二

受
入
側
に
お
け
る
安
全
性
の
確
認
方
法

㈠

可
燃
性
の
災
害
廃
棄
物
の
焼
却
等
を
行
う
場
合
は
、
焼
却
灰
等
の
放
射
能
濃
度
を
一
月
に
一
回
程
度
測
定
す
る

と
と
も
に
、
焼
却
等
に
伴
い
生
じ
た
排
ガ
ス
の
排
出
口
に
お
い
て
当
該
排
ガ
ス
中
の
放
射
能
濃
度
を
一
月
に
一
回

程
度
測
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
焼
却
等
を
行
う
施
設
及
び
焼
却
灰
等
を
埋
め
立
て
る
最
終
処
分
場
の
敷
地
の
境
界

に
お
い
て
、
放
射
線
の
量
を
七
日
に
一
回
程
度
測
定
す
る
こ
と
。
水
面
埋
立
処
分
を
行
う
場
合
は
、
残
余
水
面
部

の
内
水
の
放
射
能
濃
度
を
一
月
に
一
回
程
度
測
定
す
る
こ
と
。

㈡

災
害
廃
棄
物
の
再
生
利
用
を
行
う
場
合
は
、
再
生
利
用
前
の
分
別
、
破
砕
等
の
中
間
処
理
に
よ
っ
て
均
質
化
さ

れ
た
災
害
廃
棄
物
の
放
射
能
濃
度
を
一
月
に
一
回
程
度
測
定
す
る
と
と
も
に
、
再
生
利
用
し
た
製
品
の
放
射
能
濃

度
を
一
月
に
一
回
程
度
測
定
す
る
こ
と
。
燃
焼
を
伴
う
再
生
利
用
の
場
合
は
、
焼
却
灰
等
の
放
射
能
濃
度
を
一
月

に
一
回
程
度
測
定
す
る
と
と
も
に
、
燃
焼
に
伴
い
生
じ
た
排
ガ
ス
の
排
出
口
に
お
い
て
当
該
排
ガ
ス
中
の
放
射
能
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濃
度
を
一
月
に
一
回
程
度
測
定
す
る
こ
と
。

㈢

焼
却
等
を
行
わ
ず
に
災
害
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
を
行
う
場
合
は
、
埋
立
前
の
災
害
廃
棄
物
の
放
射
能
濃
度
を
一

月
に
一
回
程
度
測
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
最
終
処
分
場
の
敷
地
の
境
界
に
お
い
て
、
放
射
線
の
量
を
七
日
に
一
回

程
度
測
定
す
る
こ
と
。

㈣

㈠
、
㈡
及
び
㈢
に
係
る
測
定
結
果
を
記
録
し
、
一
定
期
間
保
存
す
る
こ
と
。


